
受付日 回答の要否 件　　　　名 内　　　　容 回　　　　答 担当課

4月9日 必要 小学校の統廃合について

人口減少に伴い小学校の統合や小学校の選択制を検討していただ
きたいです。
私は稲梓地区に居住しています。子どもの人数が少ないことは承

知でしたが、入学予定人数が５人以下の年度もあったり、男女の比
率が極端な学年もあると伺いました。少人数での利点もあるかと思
いますが、子供達の思い出や学びを考えると果たしてそれは良いの
でしょうか。
中学校へ統合し登校したとき、学校の人数が突然多くなったとき

等、子供達の今後を考えると親として不安な気持ちもあります。市
内の他の地域でも減少している地域があるかと思います。検討して
いただけると幸いです。

日頃より下田市教育行政にご高配を賜り誠にありがとうございま
す。
当市は過疎地域に認定されており、ご存じのとおり少子化の進ん

でいる地域と言えます。
稲梓地域のみならず、その他の学校でも年を重ねる毎に入学児童

が減少している状況です。
下田市としては、現在児童数減少の中、学習環境の質の維持・向

上に向け、スクールサポートスタッフ、特別支援教育支援員などの
配置や、複式学級では、下田市の単独費により教員を雇用し、その
解消を図るなどの取組を行っております。
加えて少子化時代の魅力ある授業づくりにも各校で取り組んでお

り、コミュニティスクール(地域学校協働活動)の導入や、グローカ
ルＣＩＴＹプロジェクト(下田の文化、歴史、自然体験学習等)な
ど、様々な手立てを講じております。
このように、子どもたちの学習環境の維持・向上を目指すべく

様々な方策を講じておりますが、今回のようなご意見をお持ちの皆
様がいらっしゃることを考慮し、令和５年に「小学校の在り方検討
会議」を設置し、学校代表、保護者代表、地域代表の皆様により、
下田市における小学校がどうあるべきかを検討していく計画を立て
ているところです。本年度は、下田の現状等の説明、ご意見をいた
だく機会を設ける予定で、加えて保護者アンケート等も行いたいと
考えております。

学校教育課

6月14日 不要 落合の水について

　神奈川県に在住の者です。
下田市落合の稲梓駅から行ける「落合の水」という湧き水を汲み

に行かせていただきました。
通常、湧水を汲める場所は、水の神様などが祀られていて祠や社

がある場所が多いのですが、こちらの湧き水には何もなかったの
で、不思議に思いました。駅からは10分程で行ける場所ですが、途
中に水害の慰霊碑などもあって、地形的に災害に遭いやすい場所な
のかなと思いました。私が汲みに行った時も、車で汲みに来ている
方もいらっしゃいました。
下田市では湧き水を汲める箇所は、それほど多くはないと思うの

で、貴重な場所だと思うのですが、インターネット上でも知られて
いて、近辺の方も使っている貴重な湧き水の場所のようなので、水
神様をお祀りなどして行政が管理しても良いのではないでしょう
か。

― 上下水道課
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受付日 回答の要否 件　　　　名 内　　　　容 回　　　　答 担当課

7月23日 必要 ごみ処理施設について

私が過去に勤務していた東京武蔵野市では市庁舎の隣に昔から清
掃工場があります。平成29年に新施設に更新された際も市民と沢山
の協議を行い、立派な工場ができました。単に清掃工場ではなく市
民の集う場所としても活用されています。
建築費用も当時111億円で運営費20年間で103億円見込み、発電

をするので防災対策にもなっています。一度市の幹部等に見学に
行っていだたいて、情報を収集してみてはいかがでしょうか。
また、ごみの収集方法も見直しをして、ごみの削減やリサイクル

をしっかりしてはいかがでしょうか。

　このたびは貴重なご意見をいただきありがとうございます。
広域清掃施設整備に関しまして、様々な事例の情報を収集してお

り、武蔵野クリーンセンターについても清掃施設はもとより、地域
のエネルギー拠点としての役割も担う先進的な好事例として研究さ
せていただいております。
ご助言を踏まえ、さらに深く検討するとともに、ごみのリサイク

ル等についても研究を進めてまいります。

環境対策課

8月19日 必要 市役所（河内庁舎）１階ロビーの使い方について

元中学校の生徒玄関の跡、広い空間スペースが何かに使えないか
考えました。
廊下に慶事可能なスペースがありますが、この広いスペースに移

動可能な展示板を組み立てて、絵画や習字等の展示を行ったらどう
でしょうか。
一定期間の貸出しを行うとかして、市民・職員の趣味の昂揚を

図ったり、市民・職員の集える場所にしてほしいです。

ご意見を踏まえ、今後運用面も含めた活用方法について積極的に
検討してまいります。
これからもお気づきの点などございましたら、ご提案いただけま

すと幸いです。

企画課

8月19日 不要 南海トラフ臨時情報発表時の対応について

南海トラフ臨時情報発表時に、観光客が来ていいのか、来ない方
が良いのか、わかりやすい情報発信をお願いしたいです。
宿の担当者に遠い避難場所を案内され、困惑してしまったので、

できれば宿泊業者と市で考えを合わせてもらえるとうれしいです。
市の担当者に問い合わせたところ、自分の宿から避難すべき場所

を迅速に教えてくださり大変助かりました。

―
観光交流課
防災安全課

9月2日 必要 水道普及について

私は下田市須原に住んでいました。父と母はまだ健在で今もなお
須原に住んでいます。私もいずれそちらに帰ろうと思っておりま
す。
水道が引かれていないため、山水を引いてます。ニュースでもあ

りましたが、野生動物が増え水の汚染を懸念しています。
また、雨の日は、泥水で生活しなければなりません。事故が起き

てからでは、どうしようもありません。
なぜ水道を同じ市民なのに引いてもらえないのでしょうか。市民

税は払っているのに、不平等ではないかと感じます。
何かあってからでは遅いと思います。水道工事をしていただきた

いです。

　このたびは貴重なご意見をいただきありがとうございます。
水道事業は一般的な公共事業とは異なり、水道料金を財源として

新たな水道管の敷設工事や現有施設の維持・管理を行っておりま
す。
近年、資材や電気料金等の高騰に加え、人口減少に伴う料金収入

の減少が見込まれるなど、財政的に厳しい状況ではございますが、
本市では、平成20年度に策定した第６次拡張計画により、未給水区
域への水道管の敷設工事を計画的に実施しております。須原地区の
八木山においては令和７年度に実施予定です。
今後も、より多くの市民の皆様が安心安全な暮らしを送れるよ

う、水道の普及に努めてまいりますので、ご理解のほどよろしくお
願いいたします。

上下水道課

9月2日 不要 リサイクル回収容器について
リサイクルの回収容器が汚いので定期的に洗って欲しい。あまり

にも汚いのでリサイクル当番で容器を触れたりするのが嫌です。
― 環境対策課



受付日 回答の要否 件　　　　名 内　　　　容 回　　　　答 担当課

9月3日 不要 下田市役所新庁舎への要望について

私は、下田市出身で市外在住です。結婚と同時に市外に出まし
た。家族は下田市に住んでいます。
両親も高齢になり、役所の手続き等で幾度と伺っていますが、庁

舎内にATMの設置がないこと、証明写真を撮る機械も設置がないこ
と、有料コピー機の設置もないこと、さらにエレベーターもないこ
と。
行くたびに不便を感じ、苛立ちます。下田市在住の方は、その物

がないのが当たり前の生活なので、不便に感じない方が多いのかも
しれませんが、他市はほぼ市役所内にATM、証明写真、コピー機の
設置があります。
色々な手続きを行って、必ず提出書類のコピーを添付しなくては

ならないことが多く、市役所内にコピー機の設置もされていないの
で、一旦市役所を出て、コピーを取りに行かなくてはならず、支払
いをしたくてもATMがないため、最寄りの銀行を探して再度市役所
に行かなくてはならず、限られた時間内で手続きを済ませたい市外
在住者にとっては、かなりの時間のロスとなります。
そのような設置物があれば、市役所内での一連の作業が一括で済

んでしまいます。
ぜひ、新しい庁舎にATM、証明写真機、有料コピー機の設置を強

く要望します。

― 企画課

11月25日 必要 歩道の占用について

マイマイ通りにあるお店で、よく歩道に椅子を置き飲んでいる人
たちの姿を見かけます。
時には騒いでいて、観光客が通るのをためらっている姿も散見さ

れます。下田市として歩道の使用許可を出しているのだとは思いま
すが、場所的に不適切だと思いますので改善を求めます。

観光のまち下田市としましても、道路の適切な管理が重要と考え
ます。
　今後幅広く啓発を行うなど、総合的に対策を進めてまいります。

建設課

12月4日 不要 まちづくりについて

市内唯一の産科が廃止されるという新聞記事を見ました。１万人
の移住者の受入れという言葉を耳にしたことがある気がしますが、
受入れに必要な施設や人材の確保に向けた政策は現在どのように
なっているのでしょうか。
　安全で安心な魅力あるまちづくりが重要と思います。
どのような方向で進めているのか、具体的に示すのが難しけれ

ば、方向性だけでも「広報しもだ」等で示してほしいです。

― 企画課

12月4日 不要 小型家電のリサイクルポストについて
駅前の東本郷庁舎には、小型家電のリサイクルポストがあるけれ

ど河内庁舎にはあるのかないのかわからない。
― 環境対策課



受付日 回答の要否 件　　　　名 内　　　　容 回　　　　答 担当課

12月4日 必要 新型コロナワクチン後遺症患者の救済について

新型コロナワクチン後遺症患者救済についての提案
①予防接種健康被害救済制度について、奈良県や春日井市のように
ホームページや幅広い広報媒体で分かりやすく案内すること
②予防接種健康被害救済制度申請希望者に、分かりやすい書き方案
内を作成し、希望者に案内を配布、ホームページや幅広い広報媒体
で周知すること
③市内全ての病院に対して予防接種健康被害救済制度を希望される
患者さんに、受診証明書の記載やカルテの写しの拒否をしないよう
に通達を出すこと
④病院用に「受診証明記載マニュアル」を作成しホームページ広報
で案内する事。また作成したマニュアルを医師会、各病院に分かり
やすく案内、周知すること
⑤ワクチン接種記録の保管期限延長、若しくは接種者手帳の発行を
国に働きかけること
⑥市内の小中学校に通う、ワクチン健康被害の児童・生徒に対す
る、教育を受ける機会の保持の為、被害を把握するための調査を行
い、各学校に体調不良で通えなくなった子供にオンライン授業を検
討したり、出席日数に関して、診断書がある場合出席停止扱い等を
検討したり、進級卒業に関し柔軟な対応を行うよう各学校に通知す
ること
⑦ワクチンによる健康被害によって職を失った方、体調不良による
再就職の難航者に対する生活の救済の為、調査を行い必要な処置を
行うよう、国に働きかけること

ご提案いただいた内容について、以下のとおり回答させていただ
きます。

・予防接種健康被害救済制度については、市のホームページ上での
担当窓口掲載や、予診票に同封する資料に説明を掲載するなどし
て、適宜周知に努めております。今後も、ご提案いただいた内容な
どを参考にしながら、より分かりやすい周知方法について検討して
まいります。

・救済制度申請希望者へのご案内は現在市により個別の対応をして
おりますが、今後も医療機関や教育委員会との一層の連携を図って
いく中で、それぞれの事例に応じた丁寧なご案内を心がけてまいり
ます。

・ワクチンの接種記録については国の定める保存年限を遵守してお
りますが、紙媒体の予診票が保存年限外であっても、定期接種であ
れば市の健康管理システムにより履歴確認は可能となっておりま
す。また、国や県への働きかけについては、今後の検討材料とし
て、必要に応じて対応をさせていただきたいと思います。

今後とも、当市の保健行政につきまして、ご理解、ご協力をいた
だきますようお願い申し上げます。

市民保健課

12月10日 不要 新庁舎の入口について

市議会の傍聴に来たのですが、風が強い日で入口のドアを開いた
時に強い風でドアが勢いよく引っ張られ、壊れるのではないかと思
いました。お年寄りや子どもたちが出入りする際に危険だと思いま
すので、けが人が出る前に何らかの安全対策を施していただくこと
はできないでしょうか。

― 企画課

12月10日 不要 自然や環境資源の保全の徹底について

12月議会での議員からの質問に対し、市長は白い砂浜は市の観光
の大切な資源と言っていました。現在、田牛の川の浚渫工事が中流
で行われていますが、泥の直接流出を防ぐ措置をしていないため
に、下流に土砂が流れ込み、川が汚れ海への影響が心配です。
下流に土砂が流れ込むことが少ないような対策などを考えていだ

きたいと思います。

― 建設課


